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U mean velocity

distance from test-section inlet : x , mm撮影画像
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1. 現状の航空機設計
• 航空機にかかる力やその周りの流れ場の把握が必要

実際に飛行してみないとわからないことが多い（安全面）
開発期間や開発コストがかかる（コスト面）

安全で低コストな数値解析の利用

数値解析に間違いはないのか？

数値解析の検証，精度の確認のため
実験データが必要

• 粒子画像流速測定法（PIV）

高レイノルズ数風洞

断面図

航空機のシミュレーション

1.粒子にレーザを照射し可視化
2. 2時刻の画像を撮影
3.相関法により移動量算出

2. 航空機の速度が実現できる実験装置（風洞）

3. 風洞を用いた実験

ノズル部 第一試験部 第二試験部

super sonic flow

• 油膜干渉法

1.壁面に油膜を塗布する
2.単色光により干渉縞を可視化

撮影画像

計測領域

壁面近傍のPIV計測への試み

壁面から約4 mm 壁面から約1 mm

壁面から約18 mm

• ピトー管試験
1.風洞内にピトー管を挿入
2.圧力計測

自作したピトー管
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flow velocity : u , m/s
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平均的な流れ場を把握

ピトー圧計測結果
壁面せん断応力計測結果

摩擦速度の計測を可能に
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distance from test-section inlet : x , mm
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